
西谷から金屋子神社へ抜ける道筋の木呂畑川。
山裾を流れる水と岩、濃い緑の織り成す渓谷の景色は美しい。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
九
月
一
日
現
在
、
島
根
県
の
接
種

率
は
五
六
・
八
％
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
克
服
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
す
。
昨
年
は
経
済
活
動
の
停
滞
か
ら

木
材
価
格
が
低
下
し
ま
し
た
。
一
転
し
て
今

年
は
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
と
い
わ
れ
価
格
の
高

騰
で
す
。
一
年
ご
と
に
乱
高
下
す
る
木
材
市

況
は
想
定
を
超
え
て
悩
ま
し
い
限
り
で
す
。

　

今
年
度
は
、
事
業
量
の
確
保
・
掘
り
起
こ

し
と
生
産
性
の
向
上
を
取
組
課
題
と
し
ま
し

た
。
事
業
の
確
保
は
、
経
営
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
す
が
、
ま
ず
地
域
の
現
況
を
知
る
こ

と
が
必
須
で
す
。
安
来
市
内
の
森
林
資
源
の

把
握
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
計
画
策
定
の
作

業
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
現
在
か
ら
次
の
世

代
、
将
来
に
継
続
し
て
い
く
仕
事
の
前
提
条

件
で
も
あ
り
ま
す
。
三
年
前
の
ド
ロ
ー
ン
導

入
か
ら
、
順
次
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
よ
る
業
務
改

善
に
取
り
組
み
、
計
画
策
定
に
お
け
る
作
業

精
度
の
向
上
、
進
捗
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
産
性
の
向
上
は
当
組
合
に
と
っ

て
至
上
命
題
で
す
。
今
年
度
は
三
年
ぶ
り
に

架
線
に
よ
る
集
材
・
搬
出
に
着
手
し
ま
す
。

地
形
や
地
質
、
集
材
環
境
に
適
応
し
た
技
術

展
開
を
図
る
た
め
、
こ
こ
数
年
、
資
格
取
得

を
含
め
、
林
産
事
業
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。今
秋
か
ら
稼
働
を
始
め
ま
す
が
、

そ
の
成
果
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

しまね東部森林組合
30号

令和3年9月
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議決された提出議案

第１号議案	 令和2年度事業報告、計算書類（賃借対照表、
	 損益計算書、損失処理案、注記表及び附属
	 明細書）の承認について

第２号議案	 令和3年度事業計画設定について

第３号議案	 令和3年度における借入金最高限度額決定
	 について

第４号議案	 一組合員に対する貸付金の最高限度額の
	 決定について

第５号議案	 各種手数料率決定について（但し消費税別）

第６号議案	 余裕金預け入れ先の決定について

第７号議案	 令和3年度役員報酬の決定について

第８号議案	 森林研究・整備機構分収造林三者契約設定
	 について

第９号議案	 役員の選任について

第10号議案	 退任役員に対する役員退任慰労金支給
	 について

報告・令和3年度総代会
　新型コロナウイルス感染症の脅威が依然として続くなか、
5月31日、伯太中央交流センターを会場に令和3年度総代会
を開催しました。今年度は役員選任議案をはじめ、議案は
10件。いずれも、議案通り議決されました。
　ここに、総代会の概要を報告いたします。

令
和
2
年
度
・
事
業
報
告

　

令
和
2
年
度
は
、
世
界
を
揺
る

が
せ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
で
揺
れ
動
き
ま
し
た
。
1
年

を
経
た
い
ま
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
3
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
な
ど
、
終
息
へ
の
道
筋
は
い
ま

だ
に
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
昨
年
5

月
に
大
田
市
を
会
場
に
開
催
予
定

だ
っ
た
全
国
植
樹
祭
は
1
年
延
期

で
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
皇

陛
下
の
行
幸
啓
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
わ
れ
る
と
い
う
残
念
な
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
5
月

の
森
林
組
合
総
代
会
も
緊
急
事
態

宣
言
下
で
3
密
を
避
け
る
た
め
、

書
面
議
決
に
よ
る
開
催
と
な
る
な

ど
異
例
づ
く
め
の
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
林
業

界
も
世
界
的
な
経
済
停
滞
の
影
響

を
受
け
、
国
内
の
合
板
材
、
原
木

等
の
木
材
価
格
が
低
迷
し
、
苦
し

い
組
合
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
2
年
度
の
組
合
決
算
で

あ
り
ま
す
が
、
最
終
損
益
は
１
、

４
１
８
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
か
ら
4
年
続
い

た
赤
字
か
ら
よ
う
や
く
最
終
利
益

の
黒
字
計
上
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
業

損
益
は
３
、３
４
４
千
円
の
赤
字

で
あ
り
、
組
合
が
目
指
し
て
い
る

安
定
的
な
収
益
構
造
、
黒
字
体
質

へ
の
転
換
に
は
未
だ
課
題
を
残
し

た
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
収
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
４
２
、２
１
７
千
円
で
あ
り
、

昨
年
比
３
、６
０
６
千
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
林
産
事
業
に

つ
い
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
直
撃
し
た
形
と
な
り
、
当
初
計

画
比
32
・
6
％
の
達
成
率
に
終
わ

り
ま
し
た
。
経
済
の
停
滞
か
ら
木

材
価
格
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
、

事
業
予
定
地
で
市
況
回
復
ま
で
延

期
す
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し

て
事
業
量
が
大
幅
に
落
ち
込
ま
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

林
産
事
業
は
、
平
成
28
年
度
以

降
、
組
合
経
営
の
根
幹
事
業
と
し

て
位
置
づ
け
立
て
直
し
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
施
業
集
約
化
と
効
率

的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
そ

れ
に
伴
う
事
業
採
算
性
の
向
上
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
そ
の
成
果
は
着

実
に
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
度
は
組
合
の
施
業
集
約
元
年

と
位
置
付
け
ら
れ
る
年
に
な
り
ま

し
た
。
広
瀬
町
坊
床
地
区
に
75
㏊

の
面
積
で
伐
採
、
搬
出
、
造
林
の

計
画
を
策
定
し
、
初
年
度
と
な
る

令
和
2
年
度
は
7.5
㏊
の
施
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
今
後
5
カ
年
を

目
途
に
事
業
を
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
り
、
架
線
集
材
を
は
じ
め
と

す
る
施
業
の
シ
ス
テ
ム
や
技
術
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
伯
太
町
卯

月
地
区
に
従
来
の
土
場
を
拡
張
す

る
形
で
１
、０
０
０
㎡
の
中
間
土

場
を
造
成
し
ま
し
た
。
事
業
費
は

４
、４
５
０
千
円
で
、
今
後
の
林
産

事
業
の
本
格
展
開
に
よ
る
木
材
の

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
、
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
組
合
改
革
は
、
ま
ず
管
理
部

門
経
費
の
見
直
し
か
ら
着
手
し
、

5
年
間
で
5
人
の
職
員
と
2
人
の

臨
時
雇
用
職
員
の
計
7
人
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
両
の

自
社
所
有
か
ら
全
面
リ
ー
ス
へ
の

切
り
替
え
、
事
務
機
器
の
リ
ー
ス

契
約
見
直
し
な
ど
、
経
常
経
費
の

削
減
を
鋭
意
、進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
カ
年
に
わ
た
っ
て
収

益
を
圧
迫
し
て
き
た
減
価
償
却
負

担
も
令
和
2
年
度
で
ヤ
マ
を
越

え
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
の
高

性
能
林
業
機
械
導
入
に
よ
る
減

価
償
却
費
は
平
成
28
年
度
に
は

１
５
、３
０
８
千
円
に
も
及
び
、

当
組
合
の
収
支
を
直
撃
し
、結
果
、

厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
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区　　　分 組合員数 出資口数 出資金総額

2年度末現在 3,716 386,923 口 193,461,500 円

組合員及び出資金

区　　　分 基　　準 料　　　率

造林補助金取扱手数料 補助金 10.0％以内

受託森林整備手数料 事業費 20.0％以内

受託林産手数料 売上高 15.0％以内

転貸資金等取扱手数料 転貸額 1.0％以内

購買・販売手数料 売買価格 15.0％以内

諸証明手数料 1件につき 5,000円以内

林地供給手数料

契約金額　100万円未満 契約金額の　 10％以内

〃　100万円以上～ 200万円未満 　　〃　　　　9％以内

〃　200万円以上～ 300万円未満 　　〃　　　　8％以内

〃　300万円以上～ 400万円未満 　　〃　　　　7％以内

〃　400万円以上～ 500万円未満 　　〃　　　　6％以内

〃　500万円以上 　　〃　　　　5％以内

測量及び調査費 実費

各種手数料の料率（但し消費税別）

資産の部 金　　額 負債・資本の部 金　　額

現金・預金 79,814 買掛・未払金 31,346 

売掛・未収金 93,564 その他 6,505 

棚卸資産 2,945 流動負債合計 37,851 

その他 36 転貸資金借入

諸引当金 7,848 

流動資産計 176,359 固定負債計 7,848 

有形固定資産 80,557 負債合計 45,699 

無形固定資産 358 出資金 193,462 

転貸資金貸付 法定準備金 22,420 

外部出資 12,329 特別積立金 35,086 

固定資産計 93,244 当期未処分剰余金 △ 27,071

（内当期剰余金） 1,121

資本準備金 7 

資本合計 223,904 

合　　　計 269,603 合　　　計 269,603 

貸借対照表（令和3年3月31日現在） （単位 : 千円）

（単位 : 円）

（単位 : 千円）
部門別損益計算書（R2.4.1 ～ R3.3.31）

部　　　門 R2年度実績

指 導 事 業
収　　益

費　　用 652

販 売 事 業
収　　益 21,216

費　　用 19,094

森林整備事業
収　　益 221,001

費　　用 178,731

事 業 収 益 合 計 242,217

事 業 費 用 合 計 198,477

事業総利益 43,740

事業管理費 費　　用 47,084

事業外
収　　益 5,952

費　　用 5,631

特　別
収　　益 4,441

費　　用

税引前当期利益 1,418

（単位 : 円）
摘　　　　要 合　　計

Ⅰ　当期未処理損失金 27,071,051 

Ⅱ　次期繰越損失金 27,071,051 

令和2年度損失処理

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
が
直
面
す
る

課
題
を
一
つ
ず
つ
克
服
し
な
が

ら
、
地
域
の
森
林
資
源
を
守
り
、

引
き
継
い
で
い
く
役
割
を
認
識
し

な
が
ら
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
お

役
に
立
ち
、
真
に
信
頼
さ
れ
る
組

合
と
な
る
た
め
に
、
今
後
と
も
ご

理
解
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
・
事
業
計
画

　

組
合
の
令
和
3
年
度
の
テ
ー
マ

は
「
絶
え
ざ
る
工
夫
、
絶
え
ざ
る

改
善
、
絶
え
ざ
る
進
歩
」
で
す
。

組
合
は
大
き
な
課
題
を
抱
え
、
そ

れ
を
解
消
し
て
い
く
途
上
に
あ

り
、
赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
、
安

定
経
営
へ
の
歩
み
を
進
め
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
の
重
点
課
題
は
二
点
で

す
。
一
つ
目
は
「
事
業
の
確
保
・

掘
り
起
こ
し
」
で
、
ど
こ
に
ど
の

よ
う
な
山
が
あ
る
か
、
安
来
市
内

の
山
林
に
精
通
す
る
こ
と
が
事
業

の
確
保
に
つ
な
が
り
、
計
画
策
定

に
つ
な
が
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、

「
労
働
生
産
性
の
向
上
」
で
す
。

出
材
生
産
量
を
ど
う
上
げ
る
か
。

短
期
間
に
施
業
完
了
を
ど
う
図
っ

て
い
く
か
。
技
術
の
工
夫
や
技
量

の
向
上
、
業
務
の
効
率
性
を
ど
う

向
上
さ
せ
て
い
く
か
、
創
意
や
工

夫
、
改
善
へ
の
不
断
の
努
力
が
必

要
で
す
。
今
年
度
は
こ
の
二
点
を

強
化
す
る
た
め
、
4
月
か
ら
参
事

職
の
採
用
を
い
た
し
ま
し
た
。
長

年
、
県
職
員
と
し
て
勤
務
し
、
林

業
技
術
は
も
と
よ
り
林
業
全
般
へ

の
深
い
見
識
が
こ
れ
か
ら
の
当
組

合
に
必
要
な
人
材
と
判
断
し
、
招

き
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
の
事
業
量
は
２
９

９
、
１
５
６
千
円
を
計
画
し
ま
し

た
。
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
計
画
額

で
あ
り
ま
す
が
、
3
年
度
は
事
業

採
算
性
の
向
上
を
最
優
先
し
、
事

業
の
不
採
算
要
因
や
項
目
の
洗
い

出
し
や
徹
底
見
直
し
を
し
、
そ
の

是
正
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
改
善
に
効
率
化
、

そ
し
て
計
画
策
定
の
迅
速
化
を
図

る
た
め
、平
成
29
年
度
か
ら
順
次
、

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
、
森
林
三
次
元

解
析
装
置
の
導
入
と
組
合
業
務
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
さ
ら
に
ド
ロ
ー
ン
の
撮

影
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
造
林
計
画

や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
作
業
道
の
設
計

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
展
開
す
る

機
器
を
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
業
集
約
化
の
進
捗
に

よ
り
植
林
面
積
が
拡
大
し
、
そ
の

結
果
、苗
の
需
要
も
増
加
し
ま
す
。

組
合
で
の
生
産
体
制
を
需
要
に
合

わ
せ
る
形
で
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
の

た
め
の
灌
水
施
設
を
整
備
し
、
省

力
化
に
よ
り
生
産
の
効
率
化
を
進

め
ま
す
。

　

い
ま
だ
道
半
ば
の
経
営
改
善
、

安
定
し
た
黒
字
体
質
の
組
合
に
は

さ
ら
に
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
か
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
先
に
あ

る
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
た
め
の

森
林
組
合
で
あ
り
、
地
域
の
森
林

資
源
を
継
承
し
、
地
域
の
振
興
に

つ
な
が
る
組
合
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
絶
え
ざ
る
改
革
こ
そ
が

そ
の
い
ち
ば
ん
の
近
道
と
信
じ
、

役
職
員
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関

の
ご
指
導
、
ご
支
援
と
と
も
に
組

合
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新
し
い
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

五
月
三
十
一
日
、
伯
太
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
通
常
総
代

会
に
お
い
て
理
事
9
名
、
監
事
3
名
の
選
任
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
理
事
、
監
事
の
任
期
は
3
年
で
、
令
和
6
年
の
通
常
総
代
会

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
総
代
会
の
後
、
直
ち
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
代
表
理
事
組
合

長
に
伊
藤
耕
治
理
事
が
選
任
さ
れ
、
代
表
監
事
に
は
湯
浅
富
夫
監
事
が

監
事
会
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委員会構成

◎印は委員長　○印は副委員長

事業委員会 総務委員会
◎塩見　秀雄 ◎岩田　勇夫
〇澤田　俊弘 〇山根　邦生
　加納　健一 　青戸　昭一
　足立　昌二 　安部　利夫

林地供給委員会
◎青戸　昭一
〇岩田　勇夫
　塩見　秀雄

監　事　会
◎湯浅　富夫
　井上　浅雄
　岩田　至正

◎印は代表監事

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
経
営
を

代
表
理
事
組
合
長
　
伊
藤
　
耕
治

　

こ
の
度
、

理
事
会
に

お
い
て
代

表
理
事
組

合
長
の
選

任
を
受
け

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
の
事
業
赤

字
転
落
を
契
機
に
組
合
の
恒
常
的

な
黒
字
体
質
へ
の
転
換
を
目
指
し

5
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

林
業
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境

下
で
経
常
経
費
の
削
減
、
新
規
事

業
の
創
出
、
事
業
進
捗
の
効
率
化

な
ど
取
り
組
み
を
進
め
、
令
和
2

年
度
に
至
っ
て
よ
う
や
く
最
終
黒

字
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
材
価
が
下
が
り
林

業
も
大
き
な
痛
手
を
被
り
ま
し

た
。
一
転
し
て
今
年
は
建
材
需
給

が
ひ
っ
迫
し
て
高
値
に
吊
り
上
が

る
と
い
う
よ
う
に
価
格
が
乱
高
下

す
る
投
機
的
状
況
が
生
ま
れ
も
し

ま
し
た
。

　

当
組
合
は
、
林
業
の
原
点
で
あ

る
植
え
る
、
育
て
る
、
伐
る
、
ま

た
植
え
る
と
い
う
循
環
を
維
持
し

な
が
ら
、
次
の
世
代
に
向
け
て
経

営
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
引
き
続
き
組
合
員
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
四

月
一
日
付

け
で
参
事

と
し
て
し

ま
ね
東
部

森
林
組
合

に
採
用
頂
き
ま
し
た
藤
田
勝
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

三
月
末
ま
で
島
根
県
職
員
（
林

業
専
門
職
）
と
し
て
四
十
年
、
主

経
営
安
定
化
に
最
大
限
の
努
力
を

参
事
　
藤
田
　
　
勝

に
林
業
技
術
者
の
養
成
、
効
率
的

な
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
技
術
指
導
等
の
業
務
を
担

当
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
、
労

働
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
事
業
収

支
の
改
善
等
森
林
組
合
の
経
営
安

定
化
に
向
け
最
大
限
努
力
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

理　事

監　事

代表監事
湯浅　富夫
（安来地区）

監事
井上　浅雄
（伯太地区）

監事
岩田　至正
（広瀬地区）

理事
足立　昌二
（伯太地区）

理事
青戸　昭一
（安来地区）

理事
山根　邦生
（広瀬地区）

理事
澤田　俊弘
（広瀬地区）

理事
加納　健一
（広瀬地区）

理事
塩見　秀雄
（伯太地区）

理事
安部　利夫
（伯太地区）

理事
岩田　勇夫
（広瀬地区）
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※森林組合法では第65
条 3 項により、総代数
は組合員数 800人を超
える組合にあっては 200
人以上とされています。

総代のみなさんが決まりました

第2区（広瀬 110名） 第3区（伯太 68名）第1区（安来 32名）

地区 氏　名

荒
島
地
区

足立　克己
森脇　　悟
頼田　明文
藤原　幸男
成相　良二
原　　晶紀
長谷川恒夫
岩田　健志
近藤　貞男
田中　　實
板持　博文
田中　和夫

島
田
地
区

矢田潤一郎
角森　恵治
福田　　渉
岩崎　逸男
倉敷　幹雄
石原　　淳

吉
田
地
区

岩崎　哲久
前田　知友
深田　義晴
廣江　己幸
飯塚　舜介
門脇　　功
佐伯　満也
坂田　宣雄
作野　博規
石橋　　裕
天野　博夫
岡屋　榮六
湯浅　富夫
山本　昌利

地区 氏名 地区 氏名 地区 氏名

比
田
地
区

加藤　克己

布
部
地
区

北川　敬祐

山
佐
地
区

平井　千也
原田　光治 安部　康則 鴨木　秀規
上 　　肇 安部　喜衛 加藤　英俊
荒川　貞則 安部　光行 鴨木　基人
岩田　定房 家島　　栄 山根　　慎
堀江　吉彦 宇山　真喜 仙田　修一
植田　明實 宇山　正人 守田　博一
樋野　春美 祖田　　薫 恩田　有二
若林　秀樹 北川　皓玄 須藤　　操
横山喜久雄 石飛　德夫 草信　髙規
加納　吉則 遠藤　春二 山根　君夫
板垣　隆之 加藤　俊幸 山根　峰幸
若林　三郎 岩田　紀昌 西田　稔生
岩田　幹夫 岩田　昭二 足立　邦夫
藤原　康孝 細田　光輝 池田　誠治
平田登志夫 細田　雄次 倉井　　宏
古澤　純夫 家島　幹夫 足立　正人
小池　博己 小林　良広

広
瀬
地
区

清山　英晴
中前　勅治 濱田　悦男 近藤　秀彦
加藤　　進 澤田　郁男 石田　昭二
柴田　正範 西村　育朗 飯塚　　寛
森藤　洋二 飛田　武治 横地　康一
蒲生　重夫 富田　茂喜 岩田　真和
葉山　憲司 澤田　芳晴 須山　益吉
藤内　聖祥 北川　正幸 石田　　隆
田邊　達祐 澤田　伸二 永澤　利治
祖田　敞至 石原　一夫 清山　賢治
庄見　忠男 北川　謙介 宇山　敏朗
安達　則行

山
佐
地
区

加納　義則 吉村　公夫
石田　照雄 加納　義光 古山　正敏
中西　邦夫 野津　昭雄 今井　幹雄

布
部
地
区

小林　一夫 難波　秀夫 水谷　幸男
鴨木　収生 加納　　実 永島　　繁
谷森美智生 石倉　刻夷 坂田　裕二
加藤　一茂 小林　　浩 市川　健治
加藤　光治 岩田　至正 吉野　静夫
安部　大樹 加納　　博

地区 氏名 地区 氏名

赤
屋
地
区

大塚　真一 井
尻
地
区

山岡　公代
細田　　昇 花田　俊成
野々村正司

安
田
地
区

原崎　公男
秦　　光子 八幡　治夫
石原　　徳 吉木　信幸
小原　峯夫 遠藤ハツエ
三輪　重実 永野　裕之
秦　　浩恭 高岡　良樹
福田　和文 高橋　　亨
永江　一美 山本人貴男
小林　智弘 千代田良和
山本　義美 小松原克己
卜蔵　俊朗 稲田　政美
西村　武壽 原　　秀雄
妹尾　光雄 宮本　　徹
藤田　美咲 本田　京一
篠田　義之 仁田イツ子
山本　善万 井上　浅雄
足立　昌二

母
里
地
区

栂瀬　倫住
梶谷　正明 稲田　　郷

井
尻
地
区

長尾　宏一 山田　清人
秦　　和男 石丸　忠伸
西郡　　愈 遠藤　賢二
遠藤　泰史 北尾　正博
増原　信夫 奥野　　勇
門脇　正美 山尾　篤志
成田　興平 久保田　誠
妹尾　仁寿 才原　誠司
西谷　良夫 稲田　節哉
山岡　政信 福田　富雄
秋間　康志 栂瀬　　東
伊豆名公夫
長谷川知行
渡辺　紀昭
赤名　行治
細田　智行
細田　直人

※しまね東部森林組合の組合員数は、
令和3年3月末現在で 3,716人。定款
により総代数は 210人です。

　総代の任期満了にともない、
新しい総代を決めるための選挙
が行われました。
　令和2年11月10日に告示、11月
19日に総代選挙の立候補を締め
切りました。その結果、立候補

者が定数のため、投票は行われ
ず当選となり、210人の総代の
みなさんが決まりました。
　新しい総代の任期は 3年。令
和2年12月4日から令和5年12月
3日までとなります。

□選挙区ごとの定数
・第１区（安来地区） 32人
・第２区（広瀬地区）110人
・第３区（伯太地区） 68人
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□組合員の変更…組合員が亡くな
られたときの相続加入、持分の譲
渡、住所変更などがあったときに
は手続きが必要です。

□地区委員の変更…地区の事情等
により地区委員の変更をされた場合
は手続きをしてください。

届け出のお願い

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
!

森
林
組
合
℡
32

－

２
６
８
０
へ

　

恐
ろ
し
い
ス
ズ
メ
バ
チ
。
今
回

は
、
森
林
組
合
の
駆
除
事
業
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７
月
～
10
月
に
活
発
化

　

ス
ズ
メ
バ
チ
は
女
王
バ
チ
だ
け

が
越
冬
し
、
翌
年
の
春
か
ら
産
卵

を
し
て
、
そ
の
数
を
増
や
し
、
巣

づ
く
り
も
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
７
月
ご
ろ
か
ら
10
月

に
か
け
て
巣
の
大
き
さ
も
一
気
に

大
き
く
な
り
、
ハ
チ
の
数
も
多
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
攻
撃
性
も
増

し
ま
す
。
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
周

囲
へ
の
危
険
度
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

駆
除
を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

巣
は
軒
下
や
天
井
裏
に
多
い

　

巣
は
雨
や
風
な
ど
、
天
候
の
影

響
が
少
な
い
場
所
に
つ
く
り
ま

す
。
天
井
裏
や
軒
下
、
木
の
陰
な

ど
に
多
い
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　

４
月
、
５
月
ご
ろ
は
ハ
チ
の
数

も
少
な
く
、
巣
も
小
さ
い
の
で
見

落
と
し
が
ち
で
す
が
、
ス
ズ
メ
バ

チ
が
近
く
で
飛
ぶ
姿
を
頻
繁
に
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は

注
意
深
く
飛
ん
で
い
く
先
を
観
察

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

巣
が
ま
だ
小
さ
い
と
き
に
は
駆

除
も
容
易
で
す
。
巣
を
発
見
し
た

ら
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

駆
除
に
は
、
ま
ず
連
絡
を

①　

連
絡
を
い
た
だ
き
職
員
が
現

場
を
確
認
に
う
か
が
い
ま
す
。

②　

巣
の
大
き
さ
や
場
所
、
高
さ

な
ど
を
見
て
、
費
用
の
見
積

り
を
し
ま
す
。

③　

駆
除
作
業
は
日
が
暮
れ
て
か

ら
し
ま
す
。

※
日
中
は
活
動
が
活
発
な
の
で
、

夜
、
ハ
チ
が
巣
に
帰
っ
て
く
る
の

を
待
ち
、
ま
と
め
て
捕
獲
、
駆
除

を
す
る
た
め
で
す
。

駆
除
チ
ー
ム
は
５
人

　

巣
の
あ
る
場
所
や
大
き
さ
な

ど
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
人
員

巣は30㎝～80㎝にも
なります。

その攻撃性から最も
危険といわれるキイ
ロスズメバチ

を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
駆
除
に

必
要
な
用
具
、
装
備
を
準
備
し
た

う
え
で
作
業
を
し
ま
す
。

　

特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
の
針
は
非
常

に
強
力
で
、
衣
服
も
簡
単
に
通
し

て
し
ま
い
ま
す
。
服
を
着
て
い
る

か
ら
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
毒
は
と

て
も
危
険
で
す
。
特
殊
な
防
護
服

を
着
用
の
う
え
作
業
を
し
ま
す
。

特殊な防護服を着用
して作業をします。服
の隙間をふさいで、針
も通らない素材です。

連
絡
・
ご
相
談
は

し
ま
ね
東
部
森
林
組
合
へ

℡
０
８
５
４

－

３
２

－

２
６
８
０

竹や笹、ヨモギ、
ススキ、多年生の
雑草などの除草に
効果。
※医薬用外劇物で
す。購入には印鑑が
必要です。

デゾレート
５㎏入り

2,230円（税込2,453円）

※いずれの除草剤も使用上の注意、使用方
法をよく読んでお使いください。

フレノック
2.5㎏入り

笹やススキ、チガ
ヤに効果。

4,140円（税込4,554円）

30巻入。渦巻きが太く煙の量が多くなり
ます。アブ、チョウバエなどに効果を発揮。
畑や山仕事で。

野外用の蚊取線香
・赤箱 1,350円（税込1,485円）
・緑箱 1,130円（税込1,243円）

野外用蚊取線香専用の防虫器です。森林
香は巻きが厚いので専用の防虫器が必要
です。

携帯防虫器
1,000円（税込1,100円）

林業用の除草剤


